
 消防吏員夏制服（男性用）仕様書 

 

京都市消防局総務部施設課 

（担当：藤・菱野 212-6649） 

 

第１ 総則 

 １ 本仕様書は、京都市消防局（以下「当局」という。）が調達する消防吏員夏制服（男性用）（以

下「夏制服」という。）の仕様について定める。 

 ２ この夏制服に使用する材料及び付属品は、全般にわたって十分検査され、本仕様書のすべてを

満足するものでなければならない。 

 ３ この夏制服は、寸法、形状等について本仕様書に定めるものであり、傷、むら、斑点、汚れ及

びその他外観を損ねるものであってはならない。 

 ４ 本仕様書の細部については、すべて当局の承認又は指示を受けるものとし、本仕様書に明示さ

れていない事項についても、それが縫製上当然必要な場合は、これを施行すること。 

   なお、縫製上のことで疑義が生じたときは、速やかに当局と協議すること。 

５ 生地は別表に示す３種類のうちいずれか１種類から選択し、落札業者は、契約後速やかに、染

色後の生地見本（１０ｃｍ四方以上。染色が必要な生地にあっては染色前、染色後いずれのもの

でも可とする。ただし、染色前の生地で確認を受けた場合にあっては、契約後、染色後の生地に

ついて、再度確認を行う。）、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書並びに製作工程表

（検収予定月日も明記すること。）を当局へ提出するとともに、承認を得ること。 

 ６ サイズについては、サイズ適応表のとおりとする。 
 ７ サイズ適応表に適合しない者については、指定の場所へ採寸に行き調製すること。 
 ８ 製品は上衣とズボンをそれぞれ別個の紙袋に入れ、表に「上衣（長袖）」、「上衣(半袖)」、「ズ

ボン」表示とコード番号又はサイズを記入すること。（紙袋の色は上衣、ズボンを別にするこ

と。） 

 ９ 消防局総務部施設課以外に納入する製品は、紙袋表面に職員氏名を表示すること。（表示内

容及び個数は、別途指示する。） 

 10 製品は消防局の各所属に納入すること。 

 11 納入前に当局の指定した場所で検収を実施する。 

 12 契約後１年以内に、主材料生地に顕著な支障を生じ又は縫製上の欠陥を生じた場合にあって

は、落札業者の責任において取替え等必要な措置を講ずるものとする。 

 13 契約後、打合せを実施する。 

 14 請求書に購入物品ごとの単価及び数量を明記すること。 

 

第２ 調達数、納品場所及び納期 
 １ 調達数（サイズ内訳については、契約後に指示する。） 

⑴  上衣 
ア 長袖：１７０着 
イ 半袖：３３０着 

⑵  ズボン：１９０着 



 ２ 納品場所（納品場所別内訳については、契約後に指示する。） 
   消防局本部庁舎     京都市中京区押小路通河原町西入榎木町４５０番地の２ 

   消防活動総合センター  京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内９４番地の４ 

   消防学校        京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内２１番地の３ 

   北消防署        京都市北区大宮西脇台町１７番地の２ 

   上京消防署       京都市上京区釜座通下立売下る東裏辻町３９８番地 

   左京消防署       京都市左京区田中西大久保町３６番地 

   中京消防署       京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１番地 

   東山消防署       京都市東山区清水五丁目１３０番地の８ 

   山科消防署       京都市山科区西野今屋敷町２番地の１０ 

   下京消防署       京都市下京区五条通高倉西入堺町２７番地 

   南消防署        京都市南区西九条菅田町４番地の１ 

   右京消防署       京都市右京区太秦蜂岡町３６番地 

   西京消防署       京都市西京区樫原佃１９番地 

   伏見消防署       京都市伏見区竹田七瀬川町９番地の１ 

   醍醐消防分署      京都市伏見区醍醐大構町２８番地 

 ３ 納期 
   令和９年２月１９日（金） 
 
第３ 型式 

１ 上衣 

台襟付きシャツカラー型（長袖、半袖）とし、左右にプリーツ付胸ポケット（雨蓋付）各１個、

背ヨーク仕立て、一枚袖カフス付き、左胸エンブレム止め用凹面ファスナー付き、右胸階級章止

め用凹面ファスナー付き、前開きボタン５個付きとする。 

２ 下衣（ズボン） 

膝裏仕立て（ただし、別途指定する４着は総裏仕立てとし、裏地の長さは膝下までとする。）、

帯付き長ズボン型、前タック左右各２本付き、後身左右にポケット付きとし、裾シングル型とす

る。 

 

第４ 材料 

 １ 表地       別表に示す東レ株式会社、トスコ株式会社又は日本毛織株式会社製のもの 

 ２ 芯地       接着芯、良質なもの 

 ３ 裏地       同色系の良質なもの（ズボンのみ） 

 ４ 腰裏地      上質適正品 

 ５ ファスナー    ＹＫＫエフロンファスナー 

 ６ 面ファスナー   上質適性品 

 ７ 前カン      上質適性品 

 ８ ボタン      １５ｍｍ径、指定色（ブラウン光沢色）、４穴 

 ９ 縫糸       ポリエステル、１００％スパン、生地同色 

 

第５ 縫製要領 

１ 各部の縫合わせは優良で、縫い代は十分であること。 

２ 縫目の目飛びは、縫糸はずれがないこと。 



３ 糸調子は良好で、縫目曲がり、縫縮みが無いこと。 

４ 縫い目数は３ｃｍ間１２針以上とする。 

 ５ ボタン付けは機械付けとする。手付けの場合は２本糸で１穴２回通し根巻３回以上とする。 

 ６ 縫い始めと縫い終りは、必ず返し針を行い糸屑が残らないこと。 

 ７ 裁断の型入れは、布目を通し、反取りを原則とする。 

 ８ 製品に汚れや針穴がないこと。 

 ９ 衿先の左右、ポケットの左右バランスがとれていること。 

 

第６ 縫製仕様 

 １ 上衣（長袖・半袖） 

  ⑴ 衿 

   ア 台襟付きシャツカラーとする。 

   イ 上衿に芯を接着し、周りにステッチをかける。 

   ウ 形状については別図１及び２参照 

  ⑵ 前身頃 

   ア 左右胸には雨蓋プリーツ付きポケットを各１個設ける。 

   イ 右胸雨蓋中央部上に階級章止め用凹面ファスナーを設ける。 

   ウ 左胸雨蓋中央部上にエンブレム用凹面ファスナーを設ける。 

   エ 前中心部にはボタン（１５ｍｍ径）５個を取付ける。 

  ⑶ 雨蓋 

   ア 雨蓋周囲に０．６ｃｍ幅のステッチをかけ、中央にねむり穴かがり１個を設ける。 

   イ 左雨蓋には３ｃｍ幅のペン差しを設け、両端はかんぬき止めをする。 

   ウ 出来上がり寸法は、別図３のとおり。 

  ⑷ 胸ポケット 

   ア ポケット中央には４ｃｍ幅のプリーツを設け、プリーツ両端は０．６ｃｍ幅のステッチで

つまむ。 

   イ ポケットの取付けは０．１ｃｍ幅のステッチ押えとし、雨蓋から１．２ｃｍおきに取り付

ける。 

   ウ ポケット口折り返しは、端を三つ折りとし、幅１．５ｃｍのミシン押えとする。 

   エ ポケット寸法は、別図３のとおり。 

  ⑸ 後身頃 

   ア 背部には切替えヨークを取付け、肩部、背部は０．６ｃｍ幅のステッチで押える。 

   イ ヨークは２枚仕立てで身頃に挟み込み、背中央で１０～１１ｃｍ幅とする。 

   ウ 背中サイドに１ｃｍ幅のプリーツを設ける。 

  ⑹ 袖 

   ア 一枚袖とし、半袖の袖口は２．５ｃｍ幅の表かぶら折りとし両端を０．６ｃｍのステッチ

押えとする。 

   イ 長袖の袖口はタックを２本設けて、５ｃｍ幅のカフスを取り付ける。 

  ⑺ カフス 

ア 表側に芯を接着し、周囲に０．６ｃｍ幅のステッチ押えをする。 



   イ 中央上前端には、ねむり穴かがり１個を設け、対応する他方にはボタン（1５ｍｍ径）を

1 個取付ける。（別図３参照） 

  ⑻ 剣ボロ 

   ア 上剣ボロ２．５ｃｍ幅、下剣ボロ１．５ｃｍ幅で１１．５ｃｍの開きを作る。 

   イ 上剣ボロ中央には、ねむり穴かがり 1 個を設け、下剣ボロには、ボタン（1５ｍｍ径）を

1 個取付ける。（別図３参照） 

  ⑼ 袖付け、袖下合わせ、脇合わせ 

    インターロック縫い仕様とする。 

  ⑽ 裾 

    三巻き縫いとする。 

  ⑾ 片布 

    別図５片布仕様のとおりとし、上前胸ポケット裏に四方縫い付けとする。 

  ⑿ 号数表示 

    後衿に挟み込む。 

  ⒀ その他 

    別図１～３及び見本の通り 

 ２ 下衣（ズボン） 

  ⑴ 脇ポケット 

   ア 左右腰部各１個取り付け、ポケット口は０．５ｃｍ巾のステッチをかける。 

   イ 口巾は１５．５ｃｍとし、両端はかんぬき止めをする。 

   ウ 袋布はスレーキを使用し、底は２重縫いとする。深さはポケット口下部から約１４ｃｍと

する。 

   エ 右ポケット袋地にチケットポケットを取付ける。（別図４の通り） 

  ⑵ 前身頃 

   ア 左右各２本の外向きタックを設ける。 

   イ 前立て押え巾３．５ｃｍとし、ファスナー付けとする。前立てには芯を接着する。 

   ウ ファスナー上には前カンを取り付ける。 

   エ 前立て下部にはかんぬき止めをする。 

⑶ 後身頃 

    左右各２本ダーツを設ける。 

  ⑷ 後ポケット 

   ア 片玉縁ポケットとし、片玉縁幅は１ｃｍ、口巾１４ｃｍとする。 

   イ ポケット口周りはコバミシン押えをし、両端はかんぬき止めをする。 

   ウ 袋布はスレーキを使用し巾１７ｃｍ、深さ１８ｃｍとし、向布は共生地を使用すること。 

  ⑸ 腰裏 

    滑り止め付きとし、要所要所はベルトループで止める。 

  ⑹ 脇、内股  

    カン縫いとする。 

  ⑺ 尻合わせ 

    本縫いミシンで割り縫い仕様とする。 



  ⑻ シック布 

    天狗裏より内股、小股の交点までスレーキを取り付ける。 

  ⑼ 靴ずれ 

    表地を使用し、裾上げ後、後中央部に取り付ける。 

⑽ ベルトループ 

    幅１ｃｍ、長さ４ｃｍのものを８本取り付ける。 

  ⑾ 片布 

    左脇ポケット袋布裏側に四方縫いで縫い付ける。 

⑿ 号数表示 

    片布に表示する。 

⒀ 裾上げテープ 

  裾長さを「フリー」としたズボンには、裾上げテープを同封すること。 

⒁ その他 

    別図４のとおり。 

  



別表 

消防吏員夏制服（男性用）生地仕様 

 

項 目 性  能 性  能 性  能 

生地 
東レ株式会社 

ＫＺ００３ 

トスコ株式会社 

ＥＣＯ２３２０ＢＬ 

日本毛織株式会社 

ＫＦ２２０５ 

混紡率 

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ ７５±５％ 

麻    １５±５％ 

ナイロン １０±５％ 

ポリエステル ６５±５％ 

綿    ２０±５％ 

麻    １５±５％ 

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ ８５±５％ 

麻    １５±５％ 

番   

手 

経 ２３／１ ２３／１（長繊紡糸） ４０／２ 

緯 ２０／１（長繊紡糸） ２０／１（長繊紡糸） ４０／２ 

組 織 平  織 平  織 平  織 

密度 

（本/2.54cm） 

経 ９６ ９６ ６３ 

緯 ４８ ４８ ５６ 

質 量 

（ｇ／㎡以上） 
１５５ １７０ １６１ 

収縮率 ±１．５％ 以内 ±３．０％ 以内 ±１．５％ 以内 

洗濯堅牢度 ４級 以上 ４級 以上 ４級 以上 

色 相 指定色(淡青、濃紺) 指定色(淡青、濃紺) 指定色(淡青、濃紺) 



サイズ適応表 

（単位 ｃｍ） 

上衣 

号数 首廻り 肩幅 胸囲 着丈 長袖丈 半袖丈 

ＡＳ ３８ ４５ １０５ ７６ ５５ 

長
袖
丈
は
２
㎝
ピ
ッ
チ
で
対
応 

２４ 

ＡＭ ３９ ４６ １０８ ７８ ５７ ２４ 

ＡＬ ４０ ４８ １１１ ８０ ５９ ２５ 

ＡＬＬ ４１ ４９ １１４ ８０ ６１ ２５ 

Ａ３Ｌ ４２ ５０ １１７ ８２ ６３ ２５ 

ＢＭ ４０ ４８ １１８ ８２ ５７ ２５ 

ＢＬ ４１ ４９ １２１ ８２ ５９ ２５ 

ＢＬＬ ４２ ５０ １２４ ８４ ６１ ２６ 

Ｂ３Ｌ ４３ ５１ １２７ ８４ ６４ ２６ 

Ｂ４Ｌ ４４ ５２ １３０ ８４ ６７ ２６ 

Ｂ５Ｌ ４６ ５３ １３３ ８６ ６７ ２６ 

許容差 ±０．５ ±０．５ 

＋２ 

～ 

―１ 

±１ ±１ ±１ 

 

ズボン 

号数 
ウエスト

サイズ 
股上 渡幅 股下 裾幅 

７３ ７３ ２６ ３２ 

７
６
㎝
標
準
（
３
㎝
ピ
ッ
チ
で
対
応
） 

２３ 

７６ ７６ ２７ ３３ ２３．５ 

７９ ７９ ２７ ３４ ２３．５ 

８２ ８２ ２８ ３５ ２４ 

８５ ８５ ２８ ３６ ２４ 

８８ ８８ ２９ ３７ ２４．５ 

９１ ９１ ２９ ３８ ２４．５ 

９４ ９４ ３０ ３９ ２５ 

９７ ９７ ３０ ４０ ２５ 

１００ １００ ３１ ４１ ２５．５ 

１０５ １０５ ３１ ４２ ２５．５ 

１１０ １１０ ３２ ４３ ２６ 

１１５ １１５ ３２ ４４ ２６ 

許容差 0～+1 ±１ ±１ 0～+１ 



コード番号表 

上衣 

 
ＡＳ ＡＭ ＡＬ ＡＬＬ Ａ３Ｌ ＢＭ ＢＬ ＢＬＬ Ｂ３Ｌ Ｂ４Ｌ Ｂ５Ｌ 

＋８ １１０ １２０ １３０ １４０ １５０ １６０ １７０ １８０ １９０ １９５ １９９ 

＋６ ２１０ ２２０ ２３０ ２４０ ２５０ ２６０ ２７０ ２８０ ２９０ ２９５ ２９９ 

＋４ ３１０ ３２０ ３３０ ３４０ ３５０ ３６０ ３７０ ３８０ ３９０ ３９５ ３９９ 

＋２ ４１０ ４２０ ４３０ ４４０ ４５０ ４６０ ４７０ ４８０ ４９０ ４９５ ４９９ 

基準 ５１０ ５２０ ５３０ ５４０ ５５０ ５６０ ５７０ ５８０ ５９０ ５９５ ５９９ 

－２ ６１０ ６２０ ６３０ ６４０ ６５０ ６６０ ６７０ ６８０ ６９０ ６９５ ６９９ 

－４ ７１０ ７２０ ７３０ ７４０ ７５０ ７６０ ７７０ ７８０ ７９０ ７９５ ７９９ 

－６ ８１０ ８２０ ８３０ ８４０ ８５０ ８６０ ８７０ ８８０ ８９０ ８９５ ８９９ 

－８ ９１０ ９２０ ９３０ ９４０ ９５０ ９６０ ９７０ ９８０ ９９０ ９９５ ９９９ 

 

 

ズボン 

 
７３ ７６ ７９ ８２ ８５ ８８ ９１ ９４ ９７ １００ １０５ １１０ １１５ 

－９㎝ １２０ １２５ １３０ １３５ １４０ １４５ １５０ １５５ １６０ １６５ １７０ １７５ １８０ 

－６㎝ ２２０ ２２５ ２３０ ２３５ ２４０ ２４５ ２５０ ２５５ ２６０ ２６５ ２７０ ２７５ ２８０ 

－３㎝ ３２０ ３２５ ３３０ ３３５ ３４０ ３４５ ３５０ ３５５ ３６０ ３６５ ３７０ ３７５ ３８０ 

基準 

股下７６㎝ 
４２０ ４２５ ４３０ ４３５ ４４０ ４４５ ４５０ ４５５ ４６０ ４６５ ４７０ ４７５ ４８０ 

＋３㎝ ５２０ ５２５ ５３０ ５３５ ５４０ ５４５ ５５０ ５５５ ５６０ ５６５ ５７０ ５７５ ５８０ 

＋６㎝ ６２０ ６２５ ６３０ ６３５ ６４０ ６４５ ６５０ ６５５ ６６０ ６６５ ６７０ ６７５ ６８０ 

※ 股下長さを「フリー」としたものは、股下を８６ｃｍ以上とし、裾上げテープを同封すること。 

 

 

ウエスト 

股下 

号数 

袖丈 



 

別図１ 

消防吏員夏服上衣（長袖） 

（前面） 

階級章止め用凹面ファスナー エンブレム止め用凹面ファスナー 

（後面） 

10.5 

4.0 

0.5 

単位：㎝ 



 

別図２ 

消防吏員夏服上衣（半袖） 

階級章止め用凹面ファスナー エンブレム止め用凹面ファスナー 

（前面） 

（後面） 

単位：㎝ 



 

別図３ 

エンブレム止め用凹面ファスナー 

階級章止め用凹面ファスナー 

単位：㎝ 

2.5 2.0 



 

別図４ 

単位：㎝ 



別図５ 

片布仕様 

 

京都市消防局 

号 数 氏  名 

（

号

数

を

記

入

す

る

）

 

〇〇年 納（ 業 者 名 ） 

 

※納入年を記載すること。 

タテ７㎝ 

ヨコ５㎝ 



消防吏員夏制服（女性用）仕様書 
 

京都市消防局総務部施設課 

（担当：藤・菱野 212-6649） 

 

第１ 総則 
 １ 本仕様書は、京都市消防局（以下「当局」という。）が調達する消防吏員夏制服（女性用）（以下

「夏制服」という。）の仕様について定める。 

 ２ この夏制服に使用する材料及び付属品は、全般にわたって十分検査され、本仕様書のすべてを満

足するものでなければならない。 

 ３ この夏制服は、寸法、形状等について本仕様書に定めるものであり、傷、むら、斑点、汚れ及び

その他外観を損ねるものであってはならない。 

 ４ 本仕様書の細部については、すべて当局の承認又は指示を受けるものとし、本仕様書に明示され

ていない事項についても、それが縫製上当然必要な場合は、これを施行すること。 

   なお、縫製上のことで疑義が生じたときは、速やかに当局と協議すること。 

５ 生地は別表に示す３種類のうちいずれか１種類から選択し、落札業者は、契約後速やかに、染色

後の生地見本（１０ｃｍ四方以上。染色が必要な生地にあっては染色前、染色後いずれのものでも

可とする。ただし、染色前の生地で確認を受けた場合にあっては、契約後、染色後の生地について、

再度確認を行う。）、国内紡績メーカーによる品質証明及び出荷引受書並びに製作工程表（検収予定

月日も明記すること。）を当局へ提出するとともに、承認を得ること。 

６ サイズについては、サイズ適応表のとおりとする。 

 ８ サイズ適応表に適合しない者については、指定の場所へ採寸に行き調製すること。 

 ９ 製品は上衣とズボンをそれぞれ別個の紙袋に入れ、表に「上衣（長袖）」、「上衣(半袖)」、「ズボン」

表示とコード番号又は号数表示を記入すること。（紙袋の色は上衣、ズボンを別にすること。） 

 10 消防局総務部施設課以外に納入する製品は、紙袋表面に職員氏名を表示すること。（表示内容及

び個数は、別途指示する。） 

 11 製品は消防局の各所属に納入すること。 

11 納入前に当局の指定した場所で検収を実施する。 

 12 契約後１年以内に、主材料生地に顕著な支障を生じ又は縫製上の欠陥を生じた場合にあっては、

落札業者の責任において取替え等必要な措置を講ずるものとする。 

 13 契約後、打合せを実施する。 

 14 請求書に購入物品ごとの単価及び数量を明記すること。 

 

第２ 調達数、納品場所及び納期 
 １ 調達数（サイズ内訳については、契約後に指示する。） 

⑴ 上衣 
ア 長袖：２１着 
イ 半袖：４５着 

⑵ ズボン：２０着 



 ２ 納品場所（納品場所別内訳については、契約後に指示する。） 
   消防局本部庁舎     京都市中京区押小路通河原町西入榎木町４５０番地の２ 

   消防活動総合センター  京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内９４番地の４ 

   消防学校        京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内２１番地の３ 

   北消防署        京都市北区大宮西脇台町１７番地の２ 

   上京消防署       京都市上京区釜座通下立売下る東裏辻町３９８番地 

   左京消防署       京都市左京区田中西大久保町３６番地 

   中京消防署       京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町５２１番地 

   東山消防署       京都市東山区清水五丁目１３０番地の８ 

   山科消防署       京都市山科区西野今屋敷町２番地の１０ 

   下京消防署       京都市下京区五条通高倉西入堺町２７番地 

   南消防署        京都市南区西九条菅田町４番地の１ 

   右京消防署       京都市右京区太秦蜂岡町３６番地 

   西京消防署       京都市西京区樫原佃１９番地 

   伏見消防署       京都市伏見区竹田七瀬川町９番地の１ 

   醍醐消防分署      京都市伏見区醍醐大構町２８番地 

 ３ 納期 
   令和９年２月１９日（金） 
 

第３ 型式 

 １ 上衣 

   台襟付きシャツカラー型（長袖、半袖）とし、左右にプリーツ付胸ポケット（雨蓋付）各 1 個、

背ヨーク仕立て、一枚袖カフス付き、左胸エンブレム止め用凹面ファスナー付き、右胸階級章止め

用凹面ファスナー付き、前開きボタン５個付きとする。 

 ２ ズボン 

   総裏仕立て、帯付き長ズボン型、前タック左右各１本付き、後身左右にポケット付きとし、裾シ

ングル型とする。 

 

第４ 材料 

 １ 表地        別表に示す東レ株式会社、トスコ株式会社又は日本毛織株式会社製のもの 

 ２ 裏地        同色系の良質なもの（ズボンのみ） 

 ３ 芯地        接着芯  良質なもの 

 ４ ファスナー     ＹＫＫエフロンファスナー 

 ５ 面ファスナー    上質適性品 

 ６ カン        上質適性品 

 ７ ボタン       １５ミリ径 指定色（ブラウン光沢色） ４穴 

 ８ 縫糸        ポリエステル 100％スパン 生地同色 

 

第５ 縫製要領 

 １ 各部の縫合わせは優良で、縫い代は十分であること。 

 ２ 縫目の目飛びは、縫糸はずれがないこと。 



 ３ 糸調子は良好で、縫目曲がり、縫縮みがないこと。 

 ４ 縫い目数は３ｃｍ間１２針以上とする。 

 ５ ボタン付けは機械付けとする。手付けの場合は２本糸で１穴２回通し根巻３回以上とする。 

 ６ 縫い始めと縫い終りは、必ず返し針を行い糸屑が残らないこと。 

 ７ 裁断の型入れは、布目を通し、反取りを原則とする。 

 ８ 製品に汚れや針穴がないこと。 

 ９ 衿先の左右、ポケットの左右バランスがとれていること。 

 

第６ 縫製仕様 

 １ 上衣（長袖・半袖） 

  ⑴ 衿 

   ア 台襟付きシャツカラーとする。 

   イ 上衿に芯を接着し、周りにステッチをかける。 

   ウ 形状については別図１及び２のとおり。 

  ⑵ 前身頃 

   ア 左右胸には雨蓋プリーツ付きポケットを各１個設ける。 

   イ 右胸雨蓋中央部上に階級章止め用凹面ファスナーを設ける。 

   ウ 左胸雨蓋中央部上にエンブレム用凹面ファスナーを設ける。 

   エ 前中心部にはボタン（１５ｍｍ径）５個を取付ける。 

  ⑶ 雨蓋 

   ア 雨蓋周囲に 0.6ｃｍ幅のステッチをかけ、中央にねむり穴かがり１個を設ける。 

   イ 左雨蓋には 2.5ｃｍ幅のペン差しを設ける。 

   ウ でき上がり寸法は、別図３のとおり。 

  ⑷  胸ポケット 

   ア ポケット中央には 3.5ｃｍ幅のプリーツを設け、プリーツ両端は 0.6ｃｍ幅のステッチでつ

まむ。 

   イ ポケットの取付けは 0.1ｃｍ幅のステッチ押えとし、雨蓋から 1.2ｃｍ置に取り付ける。 

   ウ ポケット口折り返しは、端を三つ折りとし、幅１ｃｍのミシン押えとする。 

   エ ポケット寸法は、別図３のとおり。 

  ⑸ 後身頃 

   ア 背部には切替えヨークを取付け、肩部、背部は 0.6ｃｍ幅のステッチで押える。 

   イ ヨークは 2 枚仕立てで身頃に挟み込み、背中央で 8～9ｃｍ幅、肩先で 8.5～9.5ｃｍ幅とす

る。 

   ウ 背中サイドに２ｃｍ幅のプリーツを設ける。 

  ⑹ 袖 

   ア 一枚袖とし、半袖の袖口は 2.5ｃｍ幅の表かぶら折りとし両端を 0.6ｃｍのステッチ押えと

する。 

   イ 長袖の袖口はタックを２本設けて、５ｃｍ幅のカフスを取り付ける。 

  ⑺ カフス 

   ア 表側に芯を接着し、周囲に 0.6ｃｍ幅のステッチ押えをする。 

 



   イ 中央上前端には、ねむり穴かがり 1 個を設け、対応する他方にはボタン（１５ｍｍ径）を 1

個取り付ける。（別図３参照） 

  ⑻  剣ボロ 

   ア 上剣ボロ 2.5ｃｍ幅、下剣ボロ 1.5ｃｍ幅で 11.5ｃｍの開きを作る。 

   イ 上剣ボロ中央には、ねむり穴かがり 1 個を設け、下剣ボロには、ボタン（１５ｍｍ径）を 1

個取り付ける。（別図３参照） 

  ⑼ 袖付け、袖下合わせ、脇合わせ 

    インターロック縫い仕様とする。 

  ⑽ 裾 

    三巻き縫いとする。 

  ⑾ 片布 

    別図５片布仕様のとおりとし、上前胸ポケット裏に四方縫い付けとする。 

  ⑿ 号数表示 

    後衿に挟み込む。 

  ⒀ その他 

    別図１～３及び見本のとおり。 

 ２ ズボン 

  ⑴ 脇ポケット 

   ア 左右腰部各１個取り付け、ポケット口は５ｍｍ幅のステッチをかける。 

   イ 口幅は１４ｃｍとし、両端はかんぬき止めをする。 

   ウ 袋布はスレーキを使用し、底は２重縫いとする。深さはポケット口下部から約１４ｃｍとす

る。 

   エ 右ポケット袋地にチケットポケットを取り付ける。（別図４のとおり） 

  ⑵ 前身頃 

   ア 左右各１本の外向きタックを設ける。 

   イ 前立て押え幅３ｃｍとし、ファスナー付け（長さ２０ｃｍ）とする。前立てには芯を接着す

る。 

   ウ ファスナー上には前カンを取り付ける。 

   エ 前立て下部にはかんぬき止めをする。 

  ⑶ 後身頃 

    左右各 2 本ダーツを設ける。 

  ⑷ 後ポケット 

   ア 片玉縁ポケットとし、片玉縁幅は１ｃｍ、口幅 11.5ｃｍとする。 

   イ ポケット口周りはコバミシン押えをし、両端はかんぬき止めをする。 

   ウ 袋布はスレーキを使用し幅１５ｃｍ、深さ１４ｃｍとし、向布は共生地を使用すること。 

  ⑸ 脇、内股  

    カン縫いとする。 

  ⑹ 裾口 

   ア 裾上げテープを紙袋に同封する。 

   イ 裁目はオーバーロックかがりをする。 

 



  ⑺ 尻合わせ 

    本縫いミシンで割り縫い仕様とする。 

  ⑻ ベルトループ 

    幅１ｃｍ、長さ４ｃｍのものを８本取り付ける。 

  ⑼ 片布 

    右脇裏地に四方縫いで縫い付ける。（別図５のとおり。） 

 ⑽ 号数表示 

    片布に表示する。 

 ⑾ 裏地 

   総裏付とし、長さは膝下までとする。 

⑿ 裾上げテープ 

  裾長さを「フリー」としたズボンには、裾上げテープを同封すること。 

⒀ その他 

    別図４のとおり。 

  



別表 

 

消防吏員夏制服（女性用）生地仕様 

 

 

 項 目 性  能 性  能 性  能 

生地 
東レ株式会社 

ＫＺ００３ 

トスコ株式会社 

ＥＣＯ２３２０ＢＬ 

日本毛織株式会社 

ＫＦ２２０５ 

混紡率 

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ ７５±５％ 

麻    １５±５％ 

ナイロン １０±５％ 

ポリエステル ６５±５％ 

綿    ２０±５％ 

麻    １５±５％ 

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ ８５±５％ 

麻    １５±５％ 

番   

手 

経 ２３／１ ２３／１ ４０／２ 

緯 ２０／１（長繊紡糸） ２０／１（長繊紡糸） ４０／２ 

組 織 平  織 平  織 平  織 

密度 

（本/2.54cm） 

経 ９６ ９６ ６３ 

緯 ４８ ４８ ５６ 

質 量 

（ｇ／㎡以上） 
１５５ １７０ １６１ 

収縮率 ±１．５％ 以内 ±３．０％ 以内 ±１．５％ 以内 

洗濯堅牢度 ４級 以上 ４級 以上 ４級 以上 

色 相 指定色(淡青、濃紺) 指定色(淡青、濃紺) 指定色(淡青、濃紺) 



サイズ適応表 

上衣                               （単位：ｃｍ） 

部位 

 

号数 

袖丈(長袖) 袖丈(半袖) バスト 肩 幅 着 丈 

７号 ５５ ２５ ９９ ４１ ７１ 

９号 ５５ ２５ １０２ ４２ ７１ 

１１号 ５５ ２５ １０５ ４３ ７１ 

１３号 ５６ ２６ １０８ ４４ ７２ 

１５号 ５６ ２６ １１２ ４５ ７２ 

１７号 ５６ ２６ １１６ ４６ ７２ 

許容差 ±１ ±１ －１～＋２ ±０．５ ±１ 

※上衣長袖の袖丈は、本表を基準とし、長短を２ｃｍ単位で指定する。 

 

ズボン                         （単位：ｃｍ） 

部位 

号数 
ウエスト ヒップ 股 下 裾 幅 

７号 ６２ ９６ ６８ ２２ 

９号 ６５ ９９ ７０ ２２ 

１１号 ６８ １０２ ７２ ２３ 

１３号 ７２ １０５ ７４ ２３ 

１５号 ７６ １０８ ７６ ２３ 

１７号 ７８ １１１ ７８ ２３ 

許容差 ０～＋１ ０～＋１ ±１ ０～＋１ 

※裾口幅は股下 70cm 位置でのサイズとする。 

※股下は、本表を基準とし、長短を２ｃｍ単位又はフリーから指定する。フリーとしたズボンは、股

下を基準＋１０ｃｍ以上とし、裾上げテープを同封すること。 

 

消防吏員夏制服（女性用）上衣コード表 

袖丈（ｃｍ） ７号 ９号 １１号 １３号 １５号 １７号 

＋６ １０６ ２０６ ３０６ ４０６ ５０６ ６０６ 

＋４ １０４ ２０４ ３０４ ４０４ ５０４ ６０４ 

＋２ １０２ ２０２ ３０２ ４０２ ５０２ ６０２ 

基準 １００ ２００ ３００ ４００ ５００ ６００ 

－２ １１２ ２１２ ３１２ ４１２ ５１２ ６１２ 

－４ １１４ ２１４ ３１４ ４１４ ５１４ ６１４ 

－６ １１６ ２１６ ３１６ ４１６ ５１６ ６１６ 

 

  



 

別図１ 



 

別図２ 

エンブレム止め用凹面ファスナー 
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片布仕様 

 

 

 

京都市消防局 

号 数 氏  名 

（

号

数

を

記

入

す

る

）

 

〇〇年 納（ 業 者 名 ） 

              

  ヨコ５㎝ 

 

別図５ 

タテ７cm 

※納入年を記載すること。 


